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直近の有効求人倍率について（求職者数が減少） 
８⽉の有効求⼈倍率１．３２倍、求職者数が減少 
 厚⽣労働省が発表した８⽉の有効求⼈倍率（季節調整値）は前⽉⽐０．０３ポイント上昇
の１．３２倍となりました。１⽉から８カ⽉連続の上昇で、昨年５⽉以降、２度の横ばいを
はさんで１６カ⽉連続の上昇基調が続いています。上昇局⾯としては２０１６年前半の⽔準
に並びました。 

 企業側の有効求⼈数約２４７万⼈（前年同⽉⽐１４．７％増）に対して、有効求職者数は
約１９１万⼈（同０．３％減）となり、求職者数の減少が求⼈倍率を⾼めている要因の⼀つ
になっています。都道府県別（就業地別）では福井県の２．０４倍が最⾼で、最低は沖縄県
の１．０４倍です。 

 

 新規求⼈倍率は２．３２倍で前⽉⽐０．０８ポイントの低下。新規求⼈数（原数値）は前
年同⽉⽐１５．１％増で７⽉をさらに上回り、産業別では宿泊・飲⾷サービス業が同５１．
１％増、⽣活関連サービス・娯楽業が同２８．９％増、卸売・⼩売業が同１８．７％増とな
るなど、サービス業を中⼼にした５⽉以降の求⼈増の流れが継続しています。全１１業種の
うち、８業種が⼆ケタ増でした。 

 また、正社員の有効求⼈倍率（季節調整値）は前⽉⽐０．０１ポイント増の１．０２倍で
す。 

８⽉完全失業率、４カ⽉ぶり２．５％に低下 
 総務省が発表した８⽉の就業者数は６７５１万⼈で、前年同⽉⽐１２万⼈増と２カ⽉ぶり
の増加。完全失業者は１７７万⼈と同１７万⼈の減少で、１４カ⽉連続の減少となりました。 

 この結果、完全失業率（季節調整値）は前⽉⽐０．１ポイント低下の２．５％。男⼥別で
は男性が２．７％、⼥性が２．３％で、男性は前⽉⽐０．１ポイント低下、⼥性は同⽔準で
した。２．５％は４⽉と同じ⽔準で、４カ⽉ぶりに低下し、完全雇⽤状態となっています。 



 形態別雇⽤者数では役員を除く雇⽤者５７１０万⼈のうち、正規従業員は３５８９万⼈で
前年同⽉より２５万⼈減少、⾮正規従業員は２１２１万⼈で同５０万⼈の増加。⾮正規率は
３７．１％と少し上がりました。 

 ⾮正規の内訳はパートが１０３３万⼈（８万⼈増）、アルバイトが４６８万⼈（同３１万
⼈増）、契約が２８４万⼈（同４万⼈増）、派遣が１４９万⼈（同４万⼈増）、嘱託が１０
７万⼈（同１万⼈増）とすべて増えました。 

 ⼀⽅、８⽉の休業者は２６８万⼈で前⽉⽐１０万⼈増、前年同⽉⽐１８万⼈増となり、２
カ⽉連続で２００万⼈台が続いています。新型コロナのオミクロン株感染者が増え、⾃宅な
どでの待機が続いたためとみられます。 

８⽉の求⼈広告は１２４万件、横ばい続く 全求協集計 
 全国求⼈情報協会が２２⽇発表した８⽉の求⼈広告掲載件数（週平均・職種別合計）は、
１２４万２１１２件（前年同⽉⽐３４．８％増）となり、６⽉から３カ⽉連続で１２０万件
台を続けています。ウイズ・コロナの⽣活様式が定着しきれず、⾜踏みが続いています。 

 

職種別でみると、「サービス」の中で「飲⾷店スタッフ」が週平均１４万４９４３件（同６
１．８％増）、「調理スタッフ」は１１万１５４１件（同５４．２％増）、「運搬・清掃・
包装」は１４万７４００件（同２６．９％増）、最も掲載件数が多い「販売」も２１万２０
５６件（同３０．７％増）となっています。 

 雇⽤形態別では、全体の８割を占めるアルバイト・パートが同３４．０％増、このほか正
社員が同１６．１％増、契約社員が同１５．２％増でした。 

 また、地域別では最も件数の多い関東・甲信越が同３０．４％増だったほか、北海道・東
北は同２１．８％増、中部・北陸は同２３．８％増、近畿は同３２．６％増、中四国は同２
５．３％増、九州・沖縄が同２５．７％増となりました。 

８⽉３⼤都市圏の派遣時給は１６１６円 前年⽐、前⽉⽐ともマイナス、エン・ジャパン 
 エン・ジャパンが発表した８⽉の派遣平均時給（三⼤都市圏、募集時）は１６１６円で、
前⽉⽐０．７％減、前年同⽉⽐０．３％減となりました。前⽉⽐は３カ⽉ぶりのマイナス、
前年同⽉⽐は２０年１０⽉以来２２カ⽉ぶりのマイナス。職種別では全職種でプラスだった
が、時給の低いオフィスワーク系などの求⼈⽐率が増えたことから、平均時給はマイナスと
なりました。 



 職種別（⼤分類）では、主⼒のオフィスワーク系が１５９６円（前年同⽉⽐１．７％増）
と堅調。クリエイティブ系が１９９０円（同４．０％増）の伸びで、ＩＴ系も２３９９円（同
２．１％増）、医療・介護系も１３８６円（同２．２％増）となり、全７職種でプラスです。 

 

 地域別では、関東が１６９２円（前年同⽉⽐０．９％減）、東海が１４１０円（同０．１％
増）、関⻄が１４５１円（同０．９％増）となり、関東はマイナスが続いています。 

 ３⼤都市圏以外では北海道が１３７２円（同１．５％増）、東北が１２２６円（同１．８％
増）、北信越が１２８１円（同１１．３％増）、中国・四国が１２７０円（同５．６％増）、
九州・沖縄が１２２７円（同０．２％増）となり、６⽉の全地域プラスに続いて８⽉に再び
全地域プラスとなりました。 

 ⼀⽅、ディップが同⽇発表した３⼤都市圏の８⽉平均時給は１５４５円（同３．６％増）
となり、「はたらこねっと」の求⼈件数は約１５．８万件と同約１．３倍。３⼤都市圏を含
む全国平均も１４８１円（同３．６％増）でした。 

 


